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おきあみの話
村 野 正 昭
南極洋のおきあみは世界中の関心を集めているといっ
ても過言ではないでしょう.食糧が人口増加に追いつか
ないことが明らかな現在,開 発の可能性を残している唯
一の水産資源であると考えられているからです.南 極洋
全体で見積られている資源量は,人 によって値はかな り
違いますが,億 トン～.十億 トンの単位であるといわれて
います.日 本の研究者はほぼ20億トンとい う値を出して
います.仮 りに,その5%を 漁獲したとすると1億 トン
となります.現 在の全世界の水産物の水揚げが約1億 ト
ンですから,お きあみだけで全世界の漁獲量をまかなう
ことができるわけです.も ち論,こ れは数字の上での話
で,嗜 好や漁獲の難易などは一切無視していますから,
机上の空論 とい うわけですが,そ れにしても.資源量が
いかに莫大であるかはおわか りいただけると思います.
南極洋のおきあみは学名をEuphausia　superbaとい
います.命 名した人は ノルウ=一 の　Dana　とい う人で
すが,彼 は南極洋のおきあみを見た時,そ の大きさが余
りに立派なのに感激したのか,あ るいはその量の莫大さ
に目を見張ったのかsuperbaとい う名 を与えました.
superb　には壮観なとかすばらしい とかいう意味があ り
ます.因 みに普通われわれの目にふれるおきあみは,北
太平洋産で日本近海にも多い　Euphausia　pacificaが25
rm.　北大西洋のMeganyctiphanes　norvegicaが45mn,
これに対し　Euphausia　uperbaは60㎜にも達します.
現在では60m以上のおきあみも何種か知られ て い ま す
が,いずれも深海性で,　Danaの時代にはまだ見つかっ
ていませんでした.
南極洋のおきあみ漁業が拾った頃.あ る会社では 「お
きえび」とい う名を付けて売っていました.あ る試食会
の席での雑談で,「 こうい うインチキはけしからん」と
いうと,多分その会社の人らしいのが 「おきあみも広い
意味ではえびの一つだ」と反論しました.そ の後,私 の
意見が通 じたのか,消 費者の追及を恐れたのかは知りま
せんが,「おきえび」という名は見られないの で 使わな
くなったようです.
ところで,お きあみ とえびとは非常によく似ています
が,ど こが違 うか御存知ですか?佃 煮で知られるあみ
という動物 もいますが,それ とはどこが違 うのでしよう
か.分類学的な位置は次のようになります.
(おきあみ)
節足動物門
甲殻綱
軟甲亜綱
ほんえび上目
おきあみ 目
(え び)
節足動物門
甲殻綱
軟甲亜綱
ほんえび上目
十脚 目
長尾亜 目
(あ み)
節足動物門
甲殻綱
軟甲亜綱
ふくろえび上 目
あみ目
あみはふ くろえび上 目に属すとい うことで,お きあみ
えびと分かれます,こ れは主として発生.成 長の仕方に
大 きな違いがあるからです.あ みでは雌は卵を自分の胸
にそなえているふくろの中に産み落します.卵 はその袋
の中で成長 し,外に出て来る時は親 と同じような形にな
っています.ふ くろえびの名もここに由来しています.
これに対 しえびゃおきあみでは.卵 から出て来る子供は
親とは全 く形を異にした鬼っ子です.鬼 っ子は何度も脱
皮を繰 り返しながら成長を続け,だ んだんと親に似た形
に変化して行 くのです.
おきあみ とえびは何が違 うのでしょうか.え びは十脚
目に属 しています.十 脚 とは片側に5本ずつ,合 計10本
の脚のことです.元 来.お きあみもえび も胸 部 には8
対,即 ち16本の脚があるのですが,え びの場合には後寄
りの5対 の脚が脚としてそのまま残り,前寄 りの3対は
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南極観測隊便り
一第21次越冬隊の近況一
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待ちくTこびれたみずほ基地旅行隊は,よ うやく8月11
日に昭和基地を出発した.物 資の補給と人員の交替,そ
れに2か所の無人観測点Al,　M2補修点検が目的 で あ
る.人 員は,小 林俊・一を リーダーとした総勢8名.こ の
うち,小林,小 川,大 野の3名 がそのままみずほ基地の
住人となり,高木,石 川,山 田の3名 が昭和基地に帰投
した.その結果,みずほ基地は小林,大 畑,小 川,大 野
の4名 で運営 されている.
無人観測点A、 は,強風のため風力発電機のプロペラ
が飛ばされ観測はス トップしていた.M2の 風力発電機
も不調であった.風 力発電機の基礎的開発研究が望まれ
る.また,こ の旅行でも昨年同様,雪 上車のタイヤのパ
ンクが発生し,課題を残した.
みずほ旅行隊は9月7日 に昭和基地にもどった,こ の
旅行で今までになかった新兵器が登場 した.雪 上車に取
付けた小型レーダーである.これは,地 吹雪の中でもド
ラム缶,竹 ザオ等を鮮明に写し出し,ルー ト探 しを飛躍
的に容易にした.
地学の白石隊員により,天文台島,長 岩,明 るい岬先
端の露岩,だ るま岩の地質調査が行われた.海 氷の状態
が悪 く苦労をか さねたが,調 査隊員の機敏な行 動 に よ
り,目的は達成された.
9月未,海 氷の状態がよくな り,ピラタスボ一夕ー機
は本格的飛行に入った.半 年間,機械隊員の手伝いとし
て雪上車の整備等を行ってきた航空機関 係 の矢 代,水
島,大 森の各隊員は待ちこがれたように,大空に羽撃い
て行った,快 晴のもと澄み切った大気中を一直線に飛ん
でゆ くピラタス機の華麗な姿に,昭 和基地で観測を続け
る隊員達は,夏 の幕明けを感 じとっていた.航 空機の運
航開始によって,夏の野外調査は本格化しようとしてい
る.
昭和基地では,み ずほ基地から帰った3隊員の歓迎会
が開かれ,半 年振りで再会 した隊員達は,みずほ基地の
様子,昭 和基地でのエピソードなどの情報交換に余念が
なかった.3隊 員はみずほ基地とはちがう立派な風呂で
汗を流し,それぞれの個室にもどり,長かったみずほ基
地の生活を思いおこしながら,静かな寝息をたてていっ
た.隊員は全員元気で,沿 岸旅行などに交替で出かけ活
気ずいている.食糧担当隊員は,そ れらの小旅行やこれ
から始まる人工地震探査旅行などの旅行用食糧作 りに大
{亡がしの毎日である.
農協では,8月ecかいわ り大根L6㎏,春 菊L2㎏,も
やし5㎏を出荷した.
一策22次南極地域観測隊員決まる一
今秋,11月25日出発する第22次南極地域 観 測 隊44名
(越冬隊34名・夏隊10名)のうち,既 に決定している隊
長,副 隊長(2名)を 除 く39名(越冬 隊30名・夏隊9
名)が6月25日に開催された南極地域観測統合推進本部
総会で決定,同 日発表された.
また,残 る2名 と,外国共同観測派遣者3名 及び南極
条約に基づ く交換科学者1名 も9月24日に決定,同 日発
表された,
第22次隊は,第20次隊から始まった観測の重点項目で
ある地学系の研究計画 「昭和基地を中心とする地域の地
殻構造の総合解析」及び気水圏の研究計画 「極域気水圏
観測(POLEX-South)」　の最終年 として観測を実 施す
る.
一策22次観測隊員の夏期訓練一
難22次南極地域観測隊員の夏期総合訓練は,吉 田隊長
以下41名が参加 し7月7日 から7月11日まで文部省菅平
高原体育研究場で行われた.
この総合訓練は,チ ームワークづ くりを主な目的 とし
て例年隊員が出そろ うこの時期に行われるもので,各 隊
員は講義,消 火器取扱い訓練,ラ ッシング訓練,体 育訓
練のほか,夜 の分科会 ・全体会議の ミーティング等の課
題に取 り組んでいた.
めずらしく天候が悪く,体育訓練はグランドでな く体
育館で行ったほかは,十 分な成果をあげ全日程を消化し
た,
第22次隊は,11月25日の出港をめざして第1歩 を歩み
始めた.
国際会議報告
一策2回 国際生物進化学会に参加して一
昭 和55年7月17日 ～24日にバ ン ク ーパ(カ ナ ダ)の ブ リ
テ ィシ ュ ・コ ロ ン ビア大 学 で 開 催 され た 第2回 国 際 生 物
進 化 学 会(The　Second　International　C gress　ofSys-
tematic　Evolutionary　Biology)に参 加 し た.第1回
目の 大 会 は7年 前の1973年,米国 の コ ロラ ド州 の ボル ダ
ー で 行 われ ,動 物 ・植 物 の 区別 な く,系 統 進 化 学 に 興 味
あ る生物 学 者 の 国際 学 会 と して設 立 され た.今 回 は,北
米 植 物 学 会80が本学 会 に 期 日を 引継 ぐ形 で 同 地 で行 わ れ
て い た こ と もあ り,参 加 国 は 米 国,カ ナ ダ を 中心 に,イ
ギ リス,フ ラ ン ス,ド イ ツ な どの ヨ ー ロ ッパ,イ ン ド,
日本 な ど約20か国 で,参 加 者 は 約1,㎜ 人 大 規 模 な学 会
とな っ た.本 学 会 は,主 要 な テ ー マ と な った 「北 極 圏 の
レ フ ユジ ア の 役割 」 を初 め と した12のコ ン グ レ ス シ ン ポ
ジ ア,さ ら にス ペ シ ャル シ ン ポ ジ ア が18の部 会 に分 れ て
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行われた.他 に一般講演,パ ネルディスカションなども
同時に行われた.私 の参加したスペシヤルインタレスト
シンポジア,「薩苔類における形態形質の生態学的意味」
は国際酵苔類学会が提携 しているもので,約IOO名ほど
の出席で数々の有意義な議論がたたかわされ盛会であっ
た.
生物進化学に関する研究は,日 本においては,ご く最
近になって種生物学会や生物進化研究会などが設立され
るなど盛んになりつっある,この生物学は従来のいわゆ
る形態を中心にした分類学を、生態学,細 胞学,生 理学
などの多方面からのアプローチによって種個体のライフ
サイクルを把握することによって認識すると考え,と く
に生態学的なウエイトをより大きくした,分類学 と生態
学の中間領域としてのサイエンスともいえる.しかしな
がら,酵苔類の分野ではこのような生態学的要素を重視
した分類学への進出はかなり遅れており,この点ではこ
の学会のいくつかのシンポジアは,筆 者にとっては刺激
にもなった.
本学会の総会におけるレゾリューションでは,本 大会
の主要なテーマが北極圏の レフユジアであったにもかか
わらず,熱帯地域の自然破壊が問題にされ,ま だ未研究
の地域の多い熱帯での研究プロジェクト計画は急務であ
ると発言があったのは注目される.
本学会のもう一つのエヴエントである野外調査はまず
7月7日～ll日に,カ ナディアン・ロッキー採集会,7
月13H～16日に.ア ラスカをブイール ドとした北極 ・高
山帯の採集会,そ して最後にカナダ西海岸にあるたくさ
んの小島の1つ であるクイーン・シャルロット島での採
集会と豊富なスケジュールが続いた.採 集品は鮮苔類,
地衣類,種 子植物に及びことにアラスカをは じめ として
ユーコン州,アルパータ州,ブ リティシュ・コロンビア
州の3州 の広範な領域から得られてお り,北アメリカ西
北部のモスフローラの大要を得たと思っている.
(筆者:神 田啓史 国立極地研究所助手)
一策43回国際陽石学会年会報告一
武 田 弘
昭和55年9月2日より6日まで,米 合衆国カリフォル
ニア州ラホヤのカリフォルニア大学サンジェゴ分校で第
43回国際隅石学会年会が開催 された.この学会は個人会
員ベースの国際学会で古い歴史を持ち,最近では一年毎
に米国とヨーロッパで開催されてきた,近 年,国 立極地
研究所が隅石に関する中心の一つになりつつあるが,国
際的な隅石研究のコミュニテ ィとあまりかわ りをもって
いなかった.同学会幹部の間で日本より評議員に誰か出
てもらい,お 互の連絡をよくした方がよいという話もあ
り,会員皆様の御支援によりその大任をおおせつかわる
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ことになった.評 議員会に出席をかね.こ の学会に出席
することができたので,南 極限石に関した話題などを中
心に紹介したいと思 う.E1本か らは東大物性研本田雅健
教授,極 地研矢内桂三助教授など及び留学先の出席者も
含め13名の日本人が出席した.
会場は南カリフォルニアの独特な植物群があるきれい
なキャンパスで開かれた.こ こはノーベル賞授賞学者ハ
ロルド・ユーレー教授がいるので彼の名のついた建物が
ある.発表は2会 場に分れ,限 石の鉱物学岩石学的研究
についてのセ ッションと同位体組成,希 ガス,年代学に
関するセ ソシ ョンが平行して行われた.こ れまで話題に
なってきている陽石の研究の方向は,大 量に落下した稀
な炭素質限石であるアエンデ隅石と南極隅石に関するも
のの2つ であろう.前者に関す る発表は"原 始太陽系を
っくった構成物質の起源"と い うトピックスで2日 にわ
たり午前,午後計4回 のセッションがあった.最近問題
になっているこの種の胆石に含まれる同位体異常をもっ
た酸素などの軽元素,希 ガスがどのような鉱物の中に入
っているか多くの発表があった.こ のような物質の一つ
でキセノンの同位体異常があるものに炭素化合物の一つ
カピーンという物質が見つけられた,これらの物質の電
子顕微鏡による研究が進められてお り.やまと明石につ
いても,その炭素質コンドライ トにこのような物質を見
つけようとする研究課題が多 く提出されている.これら
の同位体異常の起源を統一的に説明しようとする試みも
あ り・スミソニアン天体物理研究所のJ.　A.　Wood博士
の研究が注目された.
酸素同位体異常に関しては,"コ ンドライ トの熱史と
コンドルールとコンドライ トの起源"と いうセッション
でシカゴ大学のクレー トン教授のグループ研究発表が注
目をひいた.彼 らが調べた阻石はアランヒルズALHA
76004とい う変化を受けてないコンドルールの大 きなも
のが沢山入っているLL3陽 石である.日米合同隅石探
査チームにより発見されたものの うちでもっとも面白い
ものの一つである.彼 らはこの中に入っているコンドル
ールーっ一つの酸素同位体を分析し,それらがH,L,LL
コンドライトの平均化学組成のとお り,　leoのいろんな
割合に追加されたものであることを示した.こ れらの結
果は非平衡コンドライ トのコンドルール中には同位体不
均質がまだ残っていることになり,コンドルールの起源
に関してはかなり制限をつけるもの と期待されている.
我々はこのようなものが強度に変成を うけたものでコン
ドライ トとエコンドライ トの間をつなぐ始源的な胆石が
南極阻石にあることを報告した,
南極隅石についての発表は1976～1980年シーズンにっ
いて矢内助教授のやまと山脈での3,000個におよぶ限石
の回収 と米国側のマクマー ド基地周辺で回収した陽石の
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報告によっては じめられた.米 国側はそのエコンドライ
トだけについて集中的に行った予備研究の結果を発表し
たが,今 まで多く見つかったボリミク ト・ユークライト
の他,エ レファント・モレーンで非常に特異な阻石 とい
われるシャーゴッタイ トに似 た7㎏ の陽 石(EETA
79001)が見つかったとい う報告が話題を呼んだ.今 後
多 くの研究が行われる話題の多い限石となるであろう.
面白いものを重点的に選んで先にゃる方法も研究成果を
あげるうえでは有効なので,や まと順石研究でも取 り上
げてもいいのではなかろうか.
南極順石にポリミク ト・ユークライトとい う多種類の
ユークライ トの混じったいわゆるポリミクト角レキ岩阻
石が多くあることは,や まと陽石の研究を通 じて我々の
グループが数年前より主張してきたことである.南極大
陸の反対のアラン・ヒルズでもこのようなものが多 く見
つか り米国側研究者の関心を集めはじめた.こ れは分化
した隅石母天体の表層にあった原始的な地殻が,その母
天体への阻石衝突で破砕撹乱されたものである.このよ
うなものはどうして南極だけに多いのか,今 後の多くの
研究課題を残している.今後南極陽石は限石研究 コミュ
ニティにとって大きな比重を占めると思われるので,今
後の極地研 と同学会 とのスムーズな関係の発展を祈るも
のである,(筆 者:国 立極地研究所客員助教授,
東京大学理学部助教授)
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Memoirs　of　National　Institute　ofPolar　Research
Series　A(Aeronomy),　No.　17
Quasi・periodic(QP)ELF.VLFemissionsobserved
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 October　1980in　high　latitudes,　byN.Sato.
　 Series　E (Biology　and　Medical　Science),　No,　33
　 The　influence　of Antarctic　environment　on　sleep
　 in　man.　Part　1.　Environmental　factors　and　states
　 o{　sleep.　Part　2.　Autonomic　functions　and　states
　　of　sleep,　by　O,　Araki.　 July　l980
Special　Issue,　No.　16
　 1MS　in　Antarctica,　collected　Antarctic　research
　 papers　presented　to　the　First　International　Sym.
posiu皿in　IMS　in　Melbourne,　November　27-De-
　 cember　L　 l979,　ed.　by　T.　Hirasawa.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 September　l980
JARE　Data　Peports
　 No　 55　(Aurora　8)
　 Records　of　all・sky　camera　photographs　at　Syowa
　 Station,　Antarctica　in　l978,　by　National　Institute
　 　of　Polar　Research.　 June　1980
お 知 ら せ
下 記 に よ りシ ンポ ジ ウ ムを 開 催 します の で.御 案 内 い
た します.
記
。第3回 気水圏シンポジウム
期日:昭和56年1月13日(火)～14日(木)
場所:国 立極地研究所講堂
。第6回 南極阻石シンポジウム
期日:昭和56年2月19日(木)～20日(金)
場所:国 立極地研究所講堂
第21次隊 月例 報告
〈55年7月・8月〉
7月の気温は非常に高く基地開設以来の記録となった
が,静穏な日が多かったせいか海氷は順調に成長し,最
も遅 く凍った所でも氷厚60cm以上 となった.8月 も引き
続 き気温は高 目に経過した.上 旬から中旬にかけてのブ
リザードにより海氷上の積雪が増え,大潮の時には海水
が氷の上にあふれ,シ ャーベ ット状の雪とな り,雪上車
がはまり込むことが多かった.
太陽が戻るとともに野外活動が活発になり.8月中旬
には半年ぶりにみずほ基地への物資輸送,人 員交代の旅
行が行われた.
観測報告
地学:7月15日から31日まで,旅 行参加人員10名によ
る,S22からS28までの間約12㎞の測線での人工地震探
査が行われた.目的は表層の速度決定,ボ ーリング機器
及び観測計器のテスト,雪氷中における火薬の効き方及
び波の減衰の様子の調査である.使用した火薬 は 合 計
320kgである.JMRが 故障した他は,ボ ーリング発破,
観測など概ね順調に進んだ.
環境科学:ト ラップ調査を中島の西方3㎞で3点,オ
ングル海峡で1点,オ ングルカルベン,弁 天 島 中央で
3点,計7点 実施した.同 時に以上の各点でベン トス採
集,プ ランクトン採集,水温測定,氷 厚,水 深測定.魚
探によるエコー探査も行われた.
設営報告
燃料消費内訳 単位:皇
一...
区 分
7月1 8月
1消費量 残 量 消費量 残 量一...
普 通 軽 油1 12,602418β42 1霧・・21・臥44・
;一
1灯 油「
7,296`40,061 ・ ・96132・76・
ボーリング制御盤を製作し,結果は良好である.夏期
隊員宿舎の内装工事の うち電気配線が完了した.
排気熱交換器(直 管型)(2号 エンジン)に水もれが
発生し,予備機に交換したが,これにも水もれ が発 生
し,第20次で使用していたものを再度使用.現 在は異常
ない.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　Ior　Japanese　Antarctic　Stations)
平均 気温(Mean　temp.)　(℃)
最 高気 温(Max.temp,)(℃)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
7月(Ju1.)
-13.5
一4 ,7
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)-25,9
平 版 圧'酬(Mean鷺s耀
1)(。、)989・
8月(Au9.)
一17
.2
一6 .2
一34 .2
990.3
み ず ほ 基 地(Mizuho;89544)
7月(Jul.)
-39.4
一27
.0
一52
.9
732.0
8月(Aug.)
-41.2
一25
.5
一55
,8
728.3
(Station　pressure)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)　1.2
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative
　 　　 　　 　　 　 　　 　　 humidity　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風速 ・ユ0分間 平均(Max.　wind
　 　 　 　 speed.　10・min　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風速(Gust)　(m/s)
平均雲{ll:　(Mcan　cleud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　of　clear　days)
51
6.4
1.2
65
6.8 13.5 12.5
26,5(20,ENE)34,2(7,NE)20,8(17,ESE)19.5(21,E)
36.0(14,NE)
6.4
5
42.7(7,NE)
6.6
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図 雪 面 模 様 の 方 向 と 卓 越 風 の 流 線
サ ス ツル ギ　(sastrugi)　は雪 面}こ風 の 削 剥r乍川 に よ ・・
て形1戎され る風 紋 で,写 真 に 見 られ る よ うに 鋭 くとが っ
た,不 規 則 な稜 線 が い くえ に も重 っ てい る.サ ス ツル ギ
とい うll`葉の 語 源 は ロシ ア語(zastrugi)で,ノル ウニ[
一語 で は ス カ ブ ラ(skavler)とい う.南 極 大 陸 の 氷 床
表面 の 斜 面 を吹 き降 ろす カ タバ 風 の 強 い 領 域 で は,雪 面
が強 い風 に よ っ て運 ば れ る飛雪 粒 子 で 削 りと られ て.1;i.
越風 の 方 向に 稜 線 が 長 くの び た サ ス ツル ギ が 発 達す る,
稜 線 の 風 上 側の 傾 斜1よ急 に な って お り,風..ド側に 向'・て
ゆ るや か であ る、 したが って この サ ス ツル ギ は 卓越風 向
を知 る よ い指 標 と な るの で,雪 上 車 で 大陸 内 陸 部 を 旅 行
し た りす る ヒきに は,サ ス ツル ギ の 稜 線 の 方 向 を記 録 し
た り,航 空 写 真 に 写 った サ ス ツル ギ の 稜線 の 方 向 を判 読
した りして,そ の 地域 の 卓越 風 の 方 向 を調 べ る こ とが 可
能 で あ る、 図 は 昭 和基 地 の南 方 に位 置 す る大 陸 氷 床 の み
ず ほ 高 原 と呼 ば れ て い る地 域 で,サ ス ツ ル ギの 稜 線 の 方
向 を 調 べ て 中:越風 の 方 向 を 明 らか に し た もの で あ る.こ
の よ うにサ ス ツ ル ギ はr;〔越 風 の 風 向や その 変 化 を知 るた
め よい指 標 とな る ので あ るが,雪 上 市 を走 らせ て大 陸 旅
行 を した り,飛 行 機 が サ ス ツル ギ の 発 達 した 雪 面 上で 離
着 陸 す る とき に は,非 常 にや っか い もの に な る.サ ス ツ
ル ギの 陵 線 は,と きに2m以 上 に な る こ とが あ り雪 面 の
凹 凸 が 激 し く,荒 れ て い る.と くに 卓越 風 に[自:角力ll・1,
す なわ ちサ ス ツル ギ の 長 くの び た 稜 線 の 直 角 方 向 に㍗ .1二
・ドを走 らせ る と きは ,あ たか も波 浪 に もて あ そ ばれ る小
用.のよ うで あ る.
6
